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消すまでは

出ない行かない

離れない

ま|と り

第六 。七分団合同模擬火災訓練の様子

挨

光

　

浩

平
成
二
十
五
年
の
輝
か
し
い
新
春
を
迎
え
、
三
区
の
皆
様
に

謹
ん
で
新
年
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

三
区
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
平
素
よ
り
第
六
分
団
の

活
動
に
対
し
ま
し
て
深
い
ご
理
解
、
ご
支
援
を
賜
り
心
よ
り
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
を
振
り
返

っ
て
み
ま
す
と
、
大
き
な
火
災
、
災

害
の
発
生
も
な
く
平
穏
な

一
年
を
過
ご
す
事
が
で
き
た
よ
う
に

思
い
ま
す
。
こ
れ
も
ひ
と
え
に
区
民
の
皆
様
方
の
常
日
頃
の
予

防
活
動
の
賜
物
と
深
く
感
謝
し
て
お
り
ま
す
の
と
同
時
に
、
本

年
に
つ
き
ま
し
て
も
同
じ
よ
う
に
予
防
活
動
に
取
り
組
ん
で
頂

き
ま
す
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
近
隣
市
町
村
、
日
本
全
体
で
は
、
住
宅
火
災
も

相
次
ぎ
、
ま
た
、
温
暖
化
の
影
響
に
よ
る
集
中
豪
雨
に
よ
る
河

川
の
氾
濫
も
あ
り
、
こ
れ
ら
の
災
害
が
、
い
つ
管
内
を
襲

っ
て

き
て
も
不
思
議
で
は
な
い
状
況
に
あ
る
も
の
と
危
機
感
を
感
じ

て
お
り
ま
す
。
本
年
を
平
穏
な

一
年
に
す
る
た
め
に
も
、
是
非

と
も
三
区
の
皆
様
に
も
危
機
感
を
共
有
し
て
頂
き
、
日
頃
の
防

災
に
つ
い
て
改
め
て
再
確
認
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

私
た
ち
消
防
団
は
操
法
訓
練
、
模
擬
火
災
訓
練
や
水
防
訓
練

等
通
じ
、
知
識
向
上

。
技
能
向
上
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
は

あ
り
ま
す
が
、
い
ざ
有
事
の
際
に
は
地
域
の
皆
様
と
力
を
合
わ

せ
て
活
動
し
て
い
く
こ
と
が
何
よ
り
も
大
切
だ
と
考
え
て
お
り

ま
す
。
地
域
の
安
心
、
安
全
に
こ
れ
ま
で
以
上
に
役
割
を
果
た

せ
る
よ
う
に
団
員

一
同
、
力
を
合
わ
せ
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

三
区
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
も
こ
れ
ま
で
と
同
じ
よ
う
に
第

六
分
団
の
活
動
に
対
し
ま
し
て
、
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い

致
し
ま
す
。

結
び
に
区
民
の
皆
様
の
益
々
の
ご
繁
栄
と
ご
健
康
を
お
祈
り

申
し
上
げ
、
本
年
が
災
害
の
な
い
穏
や
か
な
年
で
あ
る
こ
と
を

祈
り
な
が
ら
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

拶分

中 団
谷 長
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ポンプ操法
ラッパ吹奏
大会

講習

分団では定期的に機関講習等を行い、各

団員が有事の際には迅速かつ的確に、又安

全に対応することが出来る様に訓練をして

います。
ロープ結束の訓練では、 1本のロープか
ら自身の安全確保、水害・緊急時の対応等

様々なことを学ぶことが出来ます。

分団機関

大会期間中はご家族、又区の方々のご理

解 。ご協力のもと、訓練を通じ、団員のス

キルアップを図るとともに、団員間の結束

力を高めます。
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大会成績 ポンプ車  5位
小型ポンプ 7位
ラッパ吹奏 5位

新入団員紹

黒澤 治樹

消防団に入りまして、まずは、規律訓練を行い、また7月 の
操法の大会に向けて訓練を行いました。

最初は朝早くからの訓練についていくのが大変でしたが、大

会が近づくにつれて団が一丸となり活動していくことにやりが

いを感じることができました。

また、地域の火災予防の訓練に協力させていただき、充実し

た消防団活動をしています。

来年度も引き続き活動を続けていき、地域に貢献していきた

いです。

濱 一秀
僕は最初消防団に入ることになって正直面倒くさいと思って

いました。でも実際に入つてみたら、同じ地域に住んでいても

今まで関わることのなかった人と関わることが出来るし、様々

な体験が出来るので、自分にとってもプラスになっています。

なので今は消防団に入って良かったと思います。

1部 (沢底)有賀 祐紀
2部 (赤羽)黒澤 治樹 月ヽ島 将斗 濱 一秀

消化器の点検してますか?

消化器には耐久年数があります。いざという時
に不具合で使用できなければ意味がありません。

日頃から点検を行いましょう |

<点検項目>
○容器の変形・錆び 。キズがないか ?

○ホースにひび割れや劣化・詰りがないか ?

○消化器に記載されている使用期限・耐久期限
を過ぎていないか ?

○容器内の粉末薬剤は固まっていないか ?

○ゲージ付きのものは、圧力値が正常か ?

○安全栓は確実に装着されているか ?

<消化器の回収、お問い合わせは>
有限会社 中谷商工
〒399-0425 辰野町大字樋口1990-12
te1 0266-41-2584


